様式第１号

　　年　　月　　日

公益財団法人さんりく基金 代表理事　様

申請者
【大学等研究機関】
　　住　　　　所
　　大学等研究機関名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　 　  印　
【事業者】
　　住　　　　所
　　事業者名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　 　　印　

（共同して申請する場合は、代表者に◎をつけてください。）
令和８年度調査研究事業助成金交付申請書

　下記のとおり助成金の交付を申請します。

記

	取組
	□重点分野：物流、交通に関する研究事業
□重点分野：生活・雇用（地域経済循環・人口減少等）に　　　　　　
関する研究事業
□一般（上記重点支援以外の研究事業）
	（該当するものに☑してください）

	区分
	□タイプⅠ（大学等研究機関が実施）
□タイプⅡ（大学等研究機関等と事業者が連携して実施）
	

	事業名
	

	申請額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　円（千円単位）

	連絡担当者
	（申請する事業内容を把握し、事務手続き等を行われる方をご記載ください。２者以上が共同して申請する場合は、それぞれの担当者を記載してください。）
所属：
氏名：
電話番号：　　　　　　　　　　　　FAX：
E-mail：

	添付書類
	（1） 事業計画書（様式第２号）
（2） 事業経費内訳書（様式第３号）
（3） 事業スケジュール表（様式第４号）
（4） ロードマップ（様式第５号）
（5） 事業者概要（タイプⅡの事業者のみ）
（6） 備品購入・設備等設置説明書（様式第３号の２・見積書添付）
（7） 見積書（賃借料、外注費、備品購入費・設備等設置費等）


様式第２号

事業計画書
	項目
	内　容

	事業名
	

	事業実施者
※実際に事業に従事する担当者名を明記。
	※複数名いる場合は、代表者の氏名横に「◎」をつけてください。

	
	事業実施者の実績
	

	
	過去５年間の採択状況
（さんりく基金の採択実績に限る。）
	□あり　　□なし

・事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　年度）

※複数年採択がある場合は、各項目を複写・貼付し全ての年度を記載してください。

	事業要旨
（実施背景、目的、方法、効果等概略を300文字以内で記載。）
	

	大学・研究機関、事業者が保有する資源

（大学・研究機関等の強みや事業実施に関連する知財・技術・施設設備等を記載。）
	

	解決すべき課題

（おかれている現状や課題を具体的に記入。）

	

	連携先
（事業実施者の所属先以外の大学や専門機関、企業等と連携する場合、連携先機関・法人名や役割りを記載。）
	

	事業内容
（具体的に記載。）
	

	期待される効果
	

	
	①見込まれる具体的な成果
	

	
	②見込まれる具体的な波及効果
	

	
	③当事業期間で達成すべき成果
	

	
	④達成後の展望
（複数選択可）
	□事業化・商品化
	□論文掲載

	
	
	□学会発表
	□特許出願

	
	
	※その他の場合は内容を具体的に記入して下さい。
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	今後の展開
（様式第５号ロードマップとあわせ具体的に記載。）
	

	その他参考事項
	

	補助金等の活用状況
（本事業に対し、さんりく基金以外の補助金等の受給・申請を予定しているか。）

	□有り（受給中）
（補助金等名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□有り（申請中）　
（補助金等名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□有り（申請予定）
（補助金等名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□無し




※記載欄の幅は調整可能。その他参考となる資料がある場合は添付してください。

様式第３号

事業経費内訳書

１　収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	経費区分
	予算額
	内訳
	備考

	さんりく基金助成金
	
	
	

	自己資金等
	
	
	

	合　計
	
	
	


２　支出
	科目区分
	助成金対象経費の内訳
	積算内訳

	
	全体計
	（研究機関名）
	（事業者名）
	

	
	
	
	うち助成金申請額
	
	うち助成金申請額
	

	(1) 謝金
(2) 旅費
(3) 消耗品費・材料費
(4) 通信運搬費
(5) 手数料
(6) 賃借料
(7) 外注費
(8) 備品購入費・設備等設置費
(9) その他経費
(10) 間接経費
タイプⅠのみ
	
	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	
	
	


※１ 賃借料、外注費、備品購入・設備等設置費は、見積書を添付すること。なお、備品購入・設備等設置費は、様式第３号の２を併せて提出すること。
※２ タイプⅠの場合、間接経費は直接経費合計額の10％以内を限度として計上を認める。タイプⅡは直接経費のみとし、間接経費は設定しない。

様式第３号の２
備品購入・設備等設置説明書
	備品又は設備の名称
	

	備品又は設備の概要
及び数量等
	

	購入又は整備する
理由、必要性
	

	価格（消費税を含む）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円



	取組み終了後の
管理方法
	

	
	管理責任者
	

	その他関連事項
	


様式第４号

事業スケジュール（令和８年度）
本事業の計画を具体的に記載して下さい。（記入スペースに不足がある場合は行を追加してください。）
	事業内容
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	備考

	（例）検体採取A
      B解析実施
　　　C成果発表
	　
	
	
	
	
	
	
	
	▲1/22
	
	天候と採取数により実施回数を調整

●●学会主催△△セミナー発表

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


様式第５号

ロードマップ（中長期計画）
申請する事業を始めた時期や進捗状況、本事業期間終了後の計画を記載してください。継続的に実施している事業を申請する場合は、①②を詳細に記載してください。新しく事業を始める方は③のみ記載してください。記載欄の幅は調整可能です。参考となる資料がある場合は別途提出してください。
①本事業の開始時期や、研究活動等の実施内容を具体的に記載してください。（下段枠内の例文は削除可能。）
	（例）平成27年４月～研究開始。○○と共同研究により△△の特性を解明。平成30年６月～◇◇の採択を受け□□を開始。令和２年◎◎社と事業提携により実証試験開始。



②本事業の前年の実施内容及び進捗状況、成果を教えてください。（下段枠内の例文は削除可能。）
	（例）令和６年度は○○と□□を実施し、△△を達成した。同年10月◇◇学会で発表した。令和元年12月発行の業界誌◎◎に論文を掲載した。



③本年度以降の計画及び本研究の最終的な成果を教えてください。

	令和８年度
	令和９年度
	令和10年度
	令和11年度
	最終的な成果

	（例）実証実験Ｄ完了
      Ｅ検証は次年度
	・Ｅ検証（継続）
・Ｆ学会にて発表
	・Ｄの事業化検証
・特許出願
	・Ｄの事業化完了
	・令和15年度中にＧ会社と共同で海外事業化を完了。

	
	
	
	
	


様式第６号

さん基金第　　号
　　　　年　月　日
　（　申　請　者　）　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人さんりく基金　代表理事
令和８年度調査研究事業助成金交付決定通知書
　　　　　年　月　日付けで申請のありました助成金の交付については、調査研究事業助成金交付要綱第６条第２項の規定により、下記のとおり交付することとしたので通知します。

記

１　事業名
２　事業実施者
３　助成金交付額　　　　　　　　　　金　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

様式第７号

さん基金第　　号
　　年　月　日
　（　申　請　者　）　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人さんりく基金　代表理事
令和８年度調査研究事業助成金不採択通知書
　　　　年　月　日付けで申請のありました助成については、審査の結果、今回の交付は見送りとしたので、通知します。

記

事　業　名：
　　事業実施者：

様式第８号

　　年　　月　　日

公益財団法人さんりく基金 代表理事　様

申請者【大学等研究機関】
　　住所
　　大学等研究機関名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　 　  印　
【事業者】
　　住　　　　所
　　事業者名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　 　　印　

令和８年度調査研究事業助成金前金払請求書
　　年　　月　　日付けさん基金第　　号で助成金の交付決定があった下記事業について助成金の交付を請求します。
記
	事業名
	

	助成金前金払請求額
	金　　　　　　　　　　　　　　　円

助成金交付決定額　　　　　　円
前金払受領済額　　　　　　　円

今回請求額　　　　　　　　　円

差引残額　　　　　　　　　　円

	前金払いが必要な理由
	

	
	前金払の対象経費
	〔科目区分〕
	〔内訳〕
	〔金額〕
	〔支払予定日〕

	
	
	
	
	円
	　　年　月　日

	
	
	〔支出計〕
	
	円
	

	振込先
	銀行名：
	支店名：

	
	種別：　 普通 　・　当座

	
	口座番号：

	
	口座名義（ﾌﾘｶﾞﾅ）：


※振込先の確認のため、通帳の写し（銀行名・口座番号・名義の記載があるページ）を添付すること。
様式第９号

　　年　　月　　日

公益財団法人さんりく基金 代表理事　様

申請者【大学等研究機関】
　　住所
　　大学等研究機関名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　 　  印　
【事業者】
　　住　　　　所
　　事業者名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　 　　印　

令和８年度調査研究事業実施状況中間報告書
　このことについて、調査研究事業助成金交付要綱第８条第３項の規定により、下記のとおり報告します。

記

	事業名
	

	現時点での事業実施状況
（申請した調査研究活動とスケジュールに基づき記載。）
	

	現時点での事業経費内訳
	〔科目区分〕
	〔内　　訳〕
	〔金 額〕
	〔支払完了日〕

	
	
	
	円
	年　月　日

	
	〔支出済合計〕
	
	
	

	今後の課題又は取組事項
	

	その他参考事項
	


（注）各欄の幅は変更可。
様式第10号

　　　年　　月　　日

公益財団法人さんりく基金 代表理事　様

申請者【大学等研究機関】
　　住所
　　大学等研究機関名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　 　  印　
【事業者】
　　住　　　　所
　　事業者名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　　 　　　印　

令和８年度調査研究事業変更承認申請書
　   　年　月　日付けさん基金第　　号で交付決定を受けた助成事業について、調査研究事業助成金交付要綱第９条の規定により、次のとおり変更したいので承認の申請を提出します。
記

　
１　事業名
　２　変更の内容
　　　（※経費の変更がある場合は別途その内容が分かる資料を添付すること。（様式任意））
　３　変更の理由
様式第11号

 　　年　　月　　日

公益財団法人さんりく基金 代表理事　様

申請者（共同で申請した場合は、申請者ごとに提出してください。）
【大学等研究機関】
　　住所
　　大学等研究機関名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　 　  印　
【事業者】
　　住　　　　所
　　事業者名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　 　　印　

令和８年度調査研究事業助成金請求書

　　年　　月　　日付けさん基金第　　号で助成金の交付決定があった下記の取組みが完了したので、助成金の交付を請求します。

記

	事業名
	

	助成金請求額
	　　　　　
　金　　　　　　　　　　　　　　　円

　　　
　　　助成金交付決定額　　　　　　　　円

　　　　　　前金払受領済額　　　　　　　　　円


	助成金振込先
	銀 行 名：
支 店 名：
種    別：　　普通　・　当座

口座番号：
（ｶ ﾅ）：
口座名義：



※タイプⅡの場合、事業者ごとに提出すること。助成金はそれぞれの申請者へ振り込みます。様式第12号、付表１、付表２は必要事項を記載のうえ、代表者が纏めて提出すること。
※振込先の確認のため、通帳の写し（銀行名・口座番号・名義の記載があるページ）を添付すること。
様式第12号
　　年　　月　　日

公益財団法人さんりく基金 代表理事　様

申請者【大学等研究機関】
　　住所
　　大学等研究機関名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　 　  印　
【事業者】
　　住　　　　所
　　事業者名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　 　　印　

令和８年度調査研究事業実績報告書
　
令和８年度調査研究事業助成金交付要綱第10条第１項の規定により、下記のとおり報告します。
記

１　事業名

２　添付書類

（１）令和８年度調査研究事業実績報告書（付表１）

　　（２）事業経費決算書（付表２）

　　（３）その他関係資料等（請求書、領収書、支払日の確認ができる書類等）
（付表１）
　　令和８年度調査研究事業実績報告書

	事業名

	事業実施者名

	
	研究・事業等担当者名

	※さんりく基金が発行する「三陸総合研究」に使用します。組織名等省略せず記載してください。所属先や職名を複数お持ちの方は、申請時の所属先にあわせて記載してください。
所　属：
職　名：
氏　名：
E-mail：

電　話：

	
	
	

	項目
	自己評価
	各項目の詳細及び自己評価の理由

	事業実施状況
（申請した調査研究活動とスケジュールに基づき、具体的に記載。）
	□計画通り実施

□計画の一部が実施できず

□計画どおり実施できず
	

	目標達成状況
（達成できなかった研究活動の内容と要因・理由を具体的に記載。）
	□目標達成

□目標達成できず
	

	今後の課題又は取組事項
	□今後の取組事項が明確

□今後の取組が不透明
	

	その他参考事項
	


（注）各欄の幅は変更可。
（付表２）
事業経費決算書

１　収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	経費区分
	決算額
	内訳
	備考

	さんりく基金助成金
（千円未満切り捨て）
	
	
	

	自己資金等
	
	
	

	合　計
	
	
	


２　支出
	科目区分
	助成金対象経費の内訳
	積算内訳

	
	全体計
	（研究機関名）
	（事業者名）
	

	
	
	
	うち助成金申請額
	
	うち助成金申請額
	

	(1) 謝金
(2) 旅費
(3) 消耗品費・材料費
(4) 通信・運搬費
(5) 手数料
(6) 賃借料
(7) 外注費
(8) 備品購入費・設備等設置費
(9) その他経費
(10) 間接経費
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	
	


※１ 支出内容や支払日の確認ができる請求書、領収書等の写し添付すること。
※２ タイプⅠの場合、間接経費は直接経費合計額の10％以内を限度として計上を認める。タイプⅡは直接経費のみとし、間接経費の設定はございません。

様式第13号

　　年　　月　　日

公益財団法人さんりく基金代表理事　様

申請者【大学等研究機関】
　　住所
　　大学等研究機関名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　 　  印　
【事業者】
　　住　　　　所
　　事業者名
　　代表者職名
　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　 　　印　

令和８年度調査研究事業中止（廃止）承認申請書

　   　年 　月 　日付けさん基金第　　号で交付決定を受けた助成事業について、調査研究事業助成金交付要綱第13条の規定により下記のとおり中止（廃止）したいので、申請します。

記

１　事業名
２　助成金交付決定額　　　　　　　金　　　　　　　　　　円

３　中止（廃止）の理由

（別紙）
備 品 管 理 台 帳　
（    　　年度　　　　　　　　　事業）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業者名：　　　　　　            　　　　　　
	番号
	品名
	形式
（規格・品質等）
	取得価格
	取得年月日
	取得先
	数量
	備考

	例
	○○システム
	DGW310-DMC
	1,386,000
	R8.9.30
	㈱○○○
	1
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


※購入した備品は、本書面とあわせて保管してください。備品それぞれにテプラやシール等によりさんりく基金の助成を受け購入した旨を表示し、実績報告書提出時は備品全体、メーカー・型番表示部分、附属品、及びテプラ等貼り付け箇所が鮮明に分かる画像を提出してください。
